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 岡崎竜城ライオンズクラブ http://www.lctatsuki.com 

第２回献血キャンペーン開催 
  

 日時：3月19日土曜日 

    午前10時より午後3時まで 

 場所：エルエルタウン駐車場 

子どもたちとの対話が大切です。  
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継続アクティビティ                       2011年2月８日 岡崎市民会館大ホール 

 

クラシック音楽は、世界中で親しまれています。国も民族も、そして時代も超えて愛される音楽に親しむことは、 

とても意味のあることだと思います。 

岡崎竜城ライオンズクラブは、青少年育成のみならず、市民チャリティーコンサートを通じて地域社会へ 

文化的貢献活動を行っております。 

 

  第 1回 指揮 山本直純   名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 2回 指揮 金 洪才(キム･ホンジェ) 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 3回 指揮 小泉和裕 ピアノ 荒 憲一 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 4回 指揮 モーシェ･アツモン 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 5回 指揮 現田茂夫 バイオリン 佐藤慶子   新星日本交響楽団 

  第 6回 指揮 岡田 司 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 7回 指揮 梅田俊明 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 8回 指揮 竹本泰蔵 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第 9回              テノール 大野憲一 ソプラノ 山本みよ子 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第10回   指揮 岩村 力 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第11回   指揮 田代詞生 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第12回   指揮 山上純詞 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第13回   指揮 船曳圭一郎 バイオリン安彦千恵 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第14回   指揮 田久保裕一 中学生吹奏学団と名古屋フィルハーモニー交響楽団との共演 

  第15回   指揮 田久保裕一 中学生合唱団と名古屋フィルハーモニー交響楽団との共演 

  第16回   指揮 吉住典洋 岡崎市選抜ジュニア合唱団とセントラル愛知交響楽団との共演 

  第17回           岡崎市選抜ジュニア合唱団 

  第18回           岡崎市選抜ジュニア合唱団 

  第19回   指揮 田久保裕一 岡崎市選抜ジュニア合唱団 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第20回   指揮 田久保裕一 岡崎市選抜ジュニア合唱団 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第21回   指揮 田久保裕一 岡崎市選抜ジュニア合唱団 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第22回   指揮 田久保裕一 岡崎市選抜ジュニア合唱団 名古屋フィルハーモニー交響楽団 

  第23回   指揮 田久保裕一 名古屋フィルハーモニー交響楽団 2部制 

  第24回   指揮 田久保裕一 名古屋フィルハーモニー交響楽団 2部制 

  第25回   指揮 田久保裕一 名古屋フィルハーモニー交響楽団 2部制 



第918回例会    2011年2月8日(火) 12時00分～ 岡崎市民会館集会室  

第919回岡崎竜城LC岡崎中央LC合同例会 2011年2月23日(水)18:00～岡崎ニューグランドホテル 

編集後記 

絵画は後世で作品に手を加えられないが、音楽は指揮者の作品に 

対する解釈があり、演奏者にも解釈が求められ表現に違いがでる。

音楽は録音されたもの意外は、演奏会ごとに変化するものといって 

もよいと思う。クラシックとは古臭い音楽でなく、今も演奏会毎に 

変化していることに気付くと、その魅力の一端を知ることになる。 

演奏会では、演奏者は最高の演奏を目指し、聴衆は期待を持っ 

て待ち受ける。演奏会の前の緊張感は、そんな互いの思いのなか 

から生まれるのではないか。 

そして互いの思いが適ったとき、会場は一体となって歓喜の拍手に

つつまれる。「中学生のためのクラシックコンサート」は、そんな感動 

を伝えたくて26回続けてきたのではないだろうか。 
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岡崎竜城ライオンズクラブと岡崎中央ライオンズクラブは、 

ブラザークラブです。 

一昨年前も合同例会を開催しました。今回は全て岡崎中央 

LCがご準備くださいました。 

平松会長の挨拶は、わがクラブへの敬意を表することに 

始まり、合同で事を進めるための配慮をされ、心地よい例会 

の始まりとなりました。  

懇親会では、岡崎竜城LC岡崎中央LCそれぞれのチャーター 

メンバーが談笑する姿は積年の重みを感じました。 

人が成長するためには、よい環境が必要だと思います。 

ライオンズクラブに入会する若い世代が期待するのは、その

良い環境だと思います。人間性を高めるためには、独りで居

ては客観性を欠きますが、優れた人たちのなかで揉まれること

で間違いを修正できます。奉仕をする人たちの集まりは良い

環境のはずです。 

相手を慮って場を整える、良い環境を提供してくださった 

岡崎中央ライオンズクラブのみなさんは正に実践されたと 

思いました。 ありがとうございました。 

中学生のためのクラシックコンサートの合間での 

例会となりました。 

結婚祝い品の贈呈、誕生祝い品の贈呈が行われ、 

新会員L.伊藤の紹介もありました。 


